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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費の回復はなお鈍いものの、政府や日本銀行の各種政策

による景気刺激効果や好調な企業収益を背景に設備投資の増加や雇用情勢の回復などが見られ、全体としては、緩や

かながら景気回復基調が続いております。 

一方、国際経済は、ギリシャの財政問題や米国の金融政策の行方、さらに中国経済の成長鈍化などから、景気の先

行きには慎重な見方が強まっております。 

当社グループを取り巻く環境は、民間設備投資や新設住宅着工数などの指標は回復傾向にあるものの、それらの当

社グループへの寄与は未だ限定的であります。また、公共投資は縮小傾向にあり、厳しい状況が続きました。 

このような経営環境の中、当社グループは、今年５月に策定いたしました「中期経営計画」に基づき、「基盤事業

の収益向上」に努め、収益構造の変革や成長路線への進展のため「工場市場・グローバル市場での売上拡大」などに

取り組んでまいりました。 

こうした背景の中で、当第１四半期連結累計期間（平成 27 年４月１日から平成 27 年６月 30 日まで）の売上高は、

ガス関連機器は当年度からプロパンガスメーターの需要が上昇に転じたものの、水道関連機器は選別受注を推し進め

ていることなどから、前年同期比 1.3%増加の 90 億１百万円となりました。 

利益面につきましては、前述の選別受注やコストダウンによる効果、また円安等の影響も受け、営業損益は８千３

百万円の損失（前年同期に比べ１億７千７百万円の改善）となりましたが、経常利益は４千３百万円（前年同期に比

べ２億３千５百万円の改善）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１千３百万円（前年同期に比べ１億６千万円の

改善）となりました。 

なお、当第１四半期の業績は、例年同様、季節変動の影響を受け低水準にとどまっておりますが、概ね通期の業績

計画に沿って推移しております。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における四半期連結貸借対照表の前連結会計年度末比増減は以下のとおりとなりま

した。 

流動資産は、17 億６千４百万円減少し、236 億６千９百万円となりました。これは、たな卸資産が５億６千３百万

円増加しましたが、売上債権の回収が進み、受取手形及び売掛金が 20 億１千５百万円減少したことや、現金及び預

金が４億２千１百万円減少したことなどによります。固定資産は、７億１千８百万円増加し、189 億３千万円となり

ました。これは、株価上昇に伴い投資有価証券が７億８百万円増加したことなどによります。この結果、総資産は、

10 億４千６百万円減少し、425 億９千９百万円となりました。 

負債は、13 億５千万円減少し、206 億３千５百万円となりました。これは、未払法人税等が４億５千６百万円減少

したことや、支払手形及び買掛金が４億４千３百万円減少したことなどによります。 

純資産は、配当金の支払いなどにより利益剰余金が２億４千３百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金

が４億９千１百万円増加したことなどにより、３億４百万円増加し、219 億６千４百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 27 年５月 11 日付「平成 27 年３月期 決算短信〔日本基準〕

（連結）」にて発表いたしました業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号 平成 25 年９月 13 日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数

株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四

半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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